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一
、
は
　
じ
　
め
　
に

　
わ
が
国
で
は
、
古
釆
観
音
言
卯
が
盛
ん
で
、
そ
れ
に
つ
れ
て
観
音
像
が
極
め
て

多
い
。
こ
の
観
音
像
は
如
何
な
る
形
相
に
表
現
さ
れ
、
何
か
系
列
が
あ
る
の
か
。

そ
し
て
、
こ
の
像
が
時
代
的
に
見
て
、
如
何
な
る
様
式
が
見
ら
れ
る
か
を
、
美
術

史
の
立
場
か
ら
考
察
し
、
併
せ
て
島
根
県
下
に
於
け
る
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受

け
た
、
観
音
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
本
題
の
主
盲
で
φ
る
。

　
　
註
、
「
観
音
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
後
記
す
る
が
、
文
申
新
訳
、
旧
訳
が
そ
れ
ぞ
れ
使
．

　
　
　
　
っ
て
あ
る
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
い
◎

　
　
　
　
二
、
観
自
在
菩
薩
の
性
に
つ
い
て

　
観
音
像
を
拝
す
る
と
、
そ
の
性
は
、
は
た
し
て
男
性
で
あ
る
か
、
・
そ
れ
と
も
女

性
で
あ
る
か
ゴ
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
観
音
像
を
男
性
と
見
た
時
代
も
、
女
性
と

見
た
時
代
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
美
術
史
上
か
ら
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

，
仏
教
が
百
済
か
ら
わ
が
国
に
伝
来
さ
れ
た
の
は
、
飛
鳥
時
代
（
＞
－
）
べ
O
～
べ

○
米
）
で
あ
っ
た
が
、
仏
像
は
、
従
来
の
国
神
が
「
恐
ろ
し
き
も
の
」
　
「
た
た
る
・

も
の
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
「
恵
む
も
の
」
　
「
幸
う
も
の
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
た

と
同
じ
よ
う
に
仏
も
信
仰
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
仏
は
「
仏
神
」
　
「
蕃
神
」
　
「
他
国

神
」
と
呼
ば
れ
て
、
近
よ
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
亡
れ
は
仏
が
超
越
的
な
在

観
自
在
菩
薩

（
ξ
急
ぎ
H
◎
民
け
器
童
量
）
止
像
の
考
察

（
天
野
）
ユ

存
で
あ
る
と
い
う
世
界
観
が
、
飛
鳥
時
代
の
人
々
の
生
の
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
が
飛
烏
仏
に
見
ら
れ
る
、
眼
の
杏
仁
形
、
口
唇
の
仰
月
形
、
手
指
の

爪
は
鋭
く
、
顔
面
は
比
較
的
長
く
、
首
に
三
道
は
現
わ
れ
ず
、
衣
文
は
鋭
く
稜
角

的
な
刻
出
で
、
表
情
は
古
拙
的
微
笑
　
（
ト
8
訂
庁
ω
邑
－
①
）
と
な
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
仏
像
か
ら
は
、
素
朴
、
緊
張
、
そ
し
て
憂
欝
な
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
た
。
以
上
の
形
相
か
ら
は
、
恐
ら
く
女
性
的
に
は
見
ら
れ
ず
、
む
し

ろ
男
性
的
に
見
ら
れ
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
陪
唐
文
化
が
直
接
に
わ
が
国
に
伝
来
さ
れ
て
、
新
制
度
が
確
立
し
た

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
が
、
白
鳳
時
代
（
＞
】
）
べ
O
＊
～
◎
◎
O
米
）
で
あ
る
。
新
制
度
で
あ
る
大
化
改

新
は
、
班
田
制
な
ど
に
よ
り
、
或
る
程
度
の
富
が
国
民
に
分
配
さ
れ
た
関
係
か

ら
、
国
民
の
生
態
度
に
、
　
「
大
ら
か
さ
」
が
生
れ
て
き
た
。
従
っ
て
自
然
観
も
、

飛
鳥
時
代
の
未
親
和
的
自
然
観
か
ら
、
親
和
的
自
然
観
に
変
っ
た
。
そ
の
例
は
天

智
天
皇
が
、
藤
原
鎌
足
に
「
春
山
万
花
艶
、
秋
山
干
葉
彩
」
を
き
そ
わ
せ
ら
れ
た
1
こ

と
、
ま
た
「
わ
た
っ
み
の
と
よ
は
た
雲
…
…
－
云
々
」
と
、
タ
雲
の
美
し
さ
を
歌

っ
た
歌
な
ど
に
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
親
和
的
と
い
う
の
は
、
感

覚
的
に
美
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
白
鳳
時
代
の
人
々
の
感
性
は
素
朴

で
あ
っ
た
た
め
、
お
の
ず
と
幼
児
の
無
邪
気
な
美
し
さ
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
t
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一
〇
匡
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ゆ
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．
の
幼
児
に
見
ら
れ
る
美
し
さ
は
「
あ
ど
け
な
さ
」
「
無
邪
気
さ
」
で
あ
る
。
こ
れ
が

仏
像
に
表
現
さ
れ
て
、
飛
鳥
仏
の
緊
張
か
ら
柔
軟
性
へ
と
変
っ
て
い
る
こ
と
は
、

顔
面
の
童
顔
、
首
の
三
道
、
頭
部
及
び
膀
が
比
較
的
大
き
く
、
眼
の
下
瞼
が
直
線

的
で
、
鼻
梁
は
長
く
明
確
、
姿
態
は
遊
足
体
、
半
跡
思
惟
本
な
ど
に
よ
っ
て
理
解

が
で
き
る
。
こ
の
像
か
ら
は
、
あ
ど
け
な
い
申
性
的
な
幼
児
と
見
ら
れ
た
の
で
あ

，
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
こ
ろ
が
、
天
平
時
代
（
＞
U
o
◎
O
米
～
◎
◎
O
）
に
な
る
と
、
　
「
咲
く
花
の
に

ほ
ふ
が
如
く
今
さ
か
り
な
り
」
、
ま
た
「
し
こ
の
み
た
て
と
…
…
…
云
々
」
と
歌

っ
た
よ
う
に
、
天
皇
を
申
心
に
現
世
謁
歌
の
時
代
と
代
っ
た
。
従
っ
て
国
民
の
青

春
昂
揚
の
生
活
が
、
花
々
し
く
展
開
し
た
時
代
で
あ
る
。

　
薬
師
寺
（
奈
良
）
境
内
の
仏
足
堂
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
、
「
恭
仏
跡
」
の
八
首

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
歌
申
に
「
ま
す
ら
を
の
進
み
先
立
ち
踏
め
る
足
跡
…
…
…
」
、
ま
た
「
ま
す
ら

、を
の
踏
み
置
け
る
足
跡
は
石
の
上
に
…
…
…
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
仏

像
を
男
性
と
見
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
時
代
の
仏
像
は
、

男
性
的
塊
　
（
昌
豊
ω
）
的
、
即
ち
内
的
充
実
の
カ
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
端

正
、
壮
美
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
天
平
時
代
に
は
、
仏
像
を
男
性
的
に
見
た
と

い
え
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
次
ぎ
の
貞
観
時
代
（
ト
U
◎
。
O
～
旨
O
）
は
、
天
平
時
代
の
如
く
栄
え
る
時
代

で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
民
の
生
態
度
は
、
消
極
化
し
て
き
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
は

杜
寺
、
貴
族
な
ど
の
権
門
勢
家
の
荘
園
は
増
加
し
、
土
地
の
分
有
制
は
崩
れ
ん

と
し
、
貴
族
の
権
力
が
増
大
す
る
に
っ
れ
て
、
官
僚
政
治
は
無
カ
と
な
り
、
他
氏

排
債
と
抑
圧
が
盛
ん
と
な
っ
て
、
一
般
国
民
は
貧
窮
の
途
を
た
ど
る
に
至
っ
た
こ

と
が
一
因
で
あ
る
。
大
体
西
暦
八
百
年
代
は
、
東
洋
は
衰
退
し
た
時
代
で
あ
る
｝

そ
れ
は
唐
、
新
羅
、
勃
海
の
滅
亡
で
も
う
か
が
わ
れ
る
。
没
落
は
若
さ
の
消
失

で
、
所
謂
老
成
時
代
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
老
成
時
代
は
、
自
づ
と
自
已
意

識
が
旺
盛
と
な
り
、
国
家
意
識
は
稀
薄
と
な
る
。
こ
の
時
代
に
支
那
か
ら
は
「
無

為
自
然
」
の
老
荘
思
想
も
移
入
さ
れ
、
積
極
的
な
国
民
は
、
個
人
的
な
隠
遁
的
な

も
の
と
な
っ
た
。
他
面
僧
侶
は
不
遜
と
な
り
、
僧
籍
に
か
く
れ
た
無
頼
の
徒
も
多

く
出
て
、
仏
教
の
内
部
的
腐
敗
の
刷
新
が
拾
頭
し
、
深
遠
な
教
理
を
希
求
す
る
に

至
っ
た
。
か
の
最
澄
、
空
海
が
天
台
、
真
言
の
宗
派
を
興
し
た
理
も
理
解
が
で
き

る
。
こ
の
宗
派
の
教
儀
は
「
即
身
成
仏
」
で
あ
り
、
人
間
の
生
に
対
す
る
問
題
を

取
り
上
げ
、
大
日
如
来
を
主
尊
と
し
、
特
に
儀
軌
が
確
立
し
、
明
王
部
が
で
き

た
。
従
っ
て
、
カ
の
表
現
は
超
現
実
的
な
も
の
と
な
り
、
外
部
的
な
カ
（
く
◎
ぎ
冒
①
）

と
、
官
能
的
姿
態
の
像
が
多
く
現
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、
仏
、
菩
薩
は
女
性
的

な
官
能
的
、
肥
満
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
こ
ろ
が
、
藤
原
時
代
（
＞
∪
H
◎
O
～
旨
O
）
に
な
っ
て
、
仏
寺
の
経
営
は
国

家
か
ら
貴
族
に
移
り
、
一
身
一
家
の
た
め
に
寺
院
は
建
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
比

叡
山
で
は
、
特
殊
な
浄
土
教
、
即
ち
阿
弥
陀
如
釆
老
主
尊
と
す
る
念
仏
三
昧
の
仏

教
が
起
っ
た
。
こ
の
教
え
は
衆
知
の
如
く
、
面
倒
な
理
論
、
難
行
に
よ
ら
ず
、
た

だ
念
仏
を
称
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
い
た
。
そ

し
て
現
世
に
も
浄
土
出
現
を
念
じ
、
仏
像
、
仏
画
に
特
殊
な
表
現
様
式
が
生
れ
た
。

そ
れ
は
如
来
像
も
慈
悲
、
円
満
具
足
で
、
繊
細
で
甘
美
な
も
の
と
な
り
、
女
性
的

性
格
の
も
の
が
多
く
育
っ
た
。
そ
れ
に
、
遣
唐
使
の
廃
止
に
よ
り
、
国
風
文
化
が

発
展
し
、
特
に
貴
族
の
生
活
が
耽
美
的
生
活
と
な
り
、
っ
い
に
「
こ
の
世
を
ば
わ

が
世
」
と
称
し
、
　
「
望
月
の
か
け
た
る
こ
と
も
な
い
」
と
詠
じ
さ
せ
、
そ
の
生
活

は
、
優
雅
、
即
ち
優
美
で
あ
り
、
典
雅
で
あ
っ
た
。
こ
の
生
態
度
の
申
で
、
当

然
造
像
も
極
め
て
女
性
的
と
な
り
、
女
性
と
し
て
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
仏
像
彫
刻
の
最
後
的
時
代
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
（
＞
∪
旨
〇
十
～
崖
O
米
）
が
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続
く
、
こ
の
時
代
は
宋
様
式
が
移
入
さ
れ
、
初
期
に
於
て
は
、
鎌
倉
対
京
都
、
貴

族
対
武
家
と
い
う
二
重
性
が
伏
在
し
た
が
、
遂
次
武
家
が
勢
力
を
得
て
武
家
的
世

界
観
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
現
実
主
義
、
特
に
自
然
主
義
（
畠
け
膏
げ
冒
）
で
、

自
然
崇
敬
の
念
と
な
り
、
自
然
の
無
限
性
と
人
間
の
有
限
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

特
に
仏
像
彫
刻
で
は
、
東
大
寺
、
興
福
寺
の
復
興
事
業
に
従
事
し
た
仏
師
達
は
、

天
平
彫
刻
の
理
想
的
写
実
に
共
鳴
を
し
た
の
で
、
天
平
復
帰
と
も
い
わ
れ
た
。
こ

う
し
た
原
因
か
ら
、
た
く
ま
し
さ
、
勇
ま
し
さ
、
り
り
し
さ
、
男
ら
し
さ
の
像
が

大
部
分
を
占
め
た
。
従
っ
て
、
仏
像
は
勇
健
な
る
美
し
さ
、
即
ち
男
性
と
見
ら
れ

た
の
で
あ
る
◎

　
以
上
、
美
術
史
の
立
場
か
ら
、
そ
の
見
方
の
概
略
を
考
察
し
た
が
、
本
然
の
仏

像
、
特
に
菩
薩
、
わ
け
て
も
観
音
の
性
は
何
で
あ
る
か
。
し
か
し
仏
像
は
美
的
鑑

筑
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
仏
師
達
は
、
造
形
美
を
追
求
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
経
典
の
意
味
の
造
形
を
通
し
て
の
感
知
で
あ
り
、
意
味
へ
の
礼
拝
で
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
造
仏
技
術
は
、
造
形
技
術
で
あ
る
と
と
も
に
、
信
仰
の
行

事
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
造
像
の
本
質
か
ら
、
観
音
像
の
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

上
述
に
よ
っ
て
、
時
代
々
々
の
見
方
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
視
覚

性
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
。
根
本
問
題
は
、
経
典
の
造
形
化
に
於
て
の
問
題
で
あ

る
。
維
摩
経
観
衆
生
品
に
「
仏
は
説
き
給
う
、
一
切
の
諸
法
は
男
に
非
ず
、
女
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

非
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
仏
体
造
形
の
原
理
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
仏
性
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
像
は
仏
性
の
表
現
で
あ
り
、
観
音
像
も
仏
性
の
表
現
で
、
人
体
に
模
し
た
と

は
云
え
、
人
間
性
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
体
に
接
近
し
つ
つ
、
人
体

を
超
越
す
る
と
き
の
瞬
間
の
芸
が
、
造
仏
技
術
の
核
心
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

特
に
仏
、
菩
薩
の
造
像
に
於
て
重
要
で
あ
る
。
観
音
は
当
然
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
観
自
在
菩
薩
（
＞
q
胃
肖
◎
匡
け
駄
童
量
）
像
の
考
察
（
天
野
）

仏
性
と
い
う
こ
と
も
当
然
明
か
に
な
る
。

　
以
上
、
視
覚
性
の
立
場
か
ら
と
、
そ
の
内
面
的
な
立
場
か
ら
の
二
方
面
か
ら
、

観
音
の
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
、
観
音
薔
薩
の
呼
称
に
つ
い
て

　
観
音
は
「
観
音
」
　
「
観
世
音
」
と
呼
び
慣
ら
わ
し
て
、
別
に
疑
問
を
も
た
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
が
、
般
若
波
羅
密
多
心
経
に
は
「
観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波
羅
密
多
…
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
、
ま
た
観
音
経
は
、
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
と
あ

る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
こ
の
名
称
は
梵
語
の
Q
り
彗
ω
酊
岸
の
訳
で
あ
っ
て
、
こ
の

訳
に
旧
訳
と
新
訳
が
あ
る
。

　
新
訳
は
、
唐
の
玄
弊
三
蔵
が
、
親
し
く
イ
ン
ド
を
息
歴
し
て
、
研
究
の
結
果

蟹
量
酊
岸
　
を
漢
訳
し
た
の
が
新
訳
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
訳
が
旧
訳
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
に
な
る
。
新
訳
は
「
観
」
と
「
自
由
自
在
」
に
分
け
て
「
観
自
在
」
菩
薩
が
正

し
い
と
し
た
。
故
に
「
般
若
波
羅
密
多
心
経
」
の
呼
称
は
新
訳
の
呼
称
で
あ
る
。

こ
の
観
自
在
菩
薩
は
、
徹
頭
徹
尾
、
大
衆
の
た
め
に
大
慈
大
悲
を
垂
れ
給
う
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
普
門
示
現
」
の
名
称
が
起
っ
た
。
即
ち
「
普
門
」
と

は
、
狭
き
門
の
反
対
で
、
仏
、
菩
薩
は
神
通
力
に
よ
っ
て
無
量
の
門
を
開
き
、
一

切
衆
生
を
、
こ
の
門
か
ら
自
由
に
救
う
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
観
白
在
菩

薩
は
、
種
々
の
身
を
現
わ
し
て
、
衆
生
に
接
せ
ん
と
努
カ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
「
六
観
音
」
　
「
七
観
音
」
　
「
三
十
三
観
音
」
等
の
思
想
で
あ
る
。

　
註
、
菩
薩
は
、
如
来
（
↓
等
ヲ
σ
q
ρ
星
に
次
ぎ
、
摩
詞
菩
提
薩
埋
（
昌
筆
㌣
困
a
巨
竃
ま
童
）

　
　
　
で
あ
る
。
「
摩
詞
」
は
「
大
」
、
菩
提
は
「
道
」
「
覚
」
即
ち
真
理
。
「
薩
埋
」
は

　
　
　
「
有
情
衆
生
」
と
訳
し
、
摩
詞
菩
提
薩
埋
と
は
「
大
道
心
覚
有
情
」
で
、
こ
の
「
菩
」

　
　
　
「
薩
」
で
、
「
菩
薩
」
と
称
す
。
故
に
菩
薩
は
、
諸
仏
の
覚
者
を
得
ん
が
た
め
に

　
　
　
修
行
を
旨
と
す
る
大
士
で
、
そ
の
修
行
は
、
上
に
菩
提
即
ち
不
生
不
滅
の
真
理
を
覚



観
自
在
菩
薩

（
＞
昌
岬
く
肖
o
匡
冨
伽
く
胃
印
）

像
の
考
察
（
天
野
）
一

4

り
、
仏
道
の
極
致
に
到
達
す
る
聖
者
の
大
遭
を
求
め
、
下
は
衆
生
を
済
度
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩
は
二
つ
の
大
願
を
も
っ
た
修
行
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
、
六

（
七
）
観
自
在
菩
薩
像
の
考
察
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

　
観
音
菩
薩
が
、
阿
弥
陀
如
来
補
処
の
菩
薩
と
し
て
経
典
に
誌
さ
れ
、
あ
ま
ね
く

知
ら
る
に
至
っ
た
の
は
、
二
千
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
と
こ
ろ
が
印
度
の
密
教
時

代
に
各
種
の
観
音
の
出
現
を
見
た
の
で
、
以
前
か
ら
の
観
音
に
、
聖
（
＞
貞
ρ
）
を
加

え
て
聖
観
音
と
呼
び
、
そ
の
後
の
多
数
の
観
音
を
総
括
し
て
、
変
化
の
観
音
と
称

し
て
い
る
。
し
か
し
密
教
で
も
聖
観
音
を
諾
観
音
の
第
一
と
し
て
礼
拝
し
、
顕
教

で
も
、
変
化
観
音
を
聖
観
音
と
等
し
く
礼
拝
し
て
い
る
の
で
、
密
教
と
顕
教
の
諾

観
音
を
分
け
る
の
は
単
に
教
理
上
か
ら
で
、
言
卯
の
立
場
か
ら
は
、
区
別
の
要
は

な
い
と
思
う
。
た
だ
観
音
の
尊
容
を
論
ず
る
上
に
て
は
、
密
教
観
音
は
密
教
経
典

に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
顕
教
の
聖
観
音
は
、
密
教
の
如
く
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
種
々
の
姿
で
造
ら
れ
て
い
る
。

　
註
、
補
処
と
は
、
一
生
補
処
向
ぎ
甘
ま
－
肩
黒
亭
O
ま
訂
の
訳
で
、
只
一
・
度
だ
け
こ
の
世
の

　
　
　
生
死
の
世
界
に
し
ば
ら
れ
だ
け
で
、
次
ぎ
の
世
界
に
は
、
仏
と
生
ま
れ
る
こ
と
が
で

　
　
　
き
る
地
位
で
、
菩
薩
と
し
て
は
最
高
位
を
い
う
。

　
六
観
音
と
は
六
種
の
観
自
在
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
一
団
を
立
て
た
の

は
経
典
の
説
で
は
な
く
、
密
教
の
考
え
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

宗
の
特
色
を
発
揮
し
、
最
も
理
想
的
、
合
理
的
な
内
容
で
あ
る
べ
き
を
主
張
し
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
，
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

真
言
宗
（
東
密
）
．
で
は
、
1
、
．
聖
観
音
　
2
、
十
一
面
観
音
　
3
、
干
手
観
音

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

4
、
馬
頭
観
音
　
具
如
意
輪
観
音
　
6
、
不
空
羅
索
観
音
と
し
て
い
る
が
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

台
宗
（
台
密
）
に
て
は
、
6
、
不
空
羅
索
観
音
に
代
り
、
准
砥
観
音
を
数
え
て
い

る
。
上
記
の
台
密
、
東
密
の
諾
観
音
を
網
羅
し
た
、
七
種
の
観
音
を
七
観
音
と
称

し
て
い
る
が
、
六
観
音
の
方
が
普
通
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
観
音
の
思
想
は
、

．
「
六
道
」
の
思
想
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
1
、
地
獄
道
2
、
餓
飢
遺

3
、
畜
生
道
4
、
修
羅
道
5
、
人
道
6
、
天
道
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
観

自
在
菩
薩
は
、
こ
の
六
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
を
救
済
し
給
う
と
し
て
、
各
六
道
に

各
観
音
を
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
六
観
晋
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
㌻
形
相
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
儀
軌
」
と
い
う
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
貞
観
時
代
に
、
密
教
が
伝
来
し
て
か
ら
、
厳
重
な
儀
軌
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の

儀
軌
は
口
伝
で
あ
り
、
た
と
え
覚
え
書
き
が
あ
っ
て
も
「
他
見
を
許
さ
ず
」
で
、

研
究
に
は
非
常
に
難
事
で
あ
っ
た
。
仏
像
も
こ
の
儀
軌
に
則
し
て
造
像
さ
れ
、
自

已
の
創
造
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
貞
観
時
代
以
前
ま
で
の
造
像
は
、
普

通
、
儀
軌
以
前
の
像
と
称
し
、
多
少
儀
軌
所
立
の
条
件
と
相
違
す
る
像
も
あ
る
。

以
下
儀
軌
に
も
と
づ
く
六
（
七
）
観
音
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
島
根

県
に
於
け
る
重
要
文
化
財
、
ま
た
県
指
定
文
化
財
の
彫
刻
（
仏
像
、
神
像
）
は
合

計
六
十
八
躯
で
あ
る
が
、
そ
の
申
、
観
音
像
は
、
左
表
に
示
す
十
六
躯
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
も
い
か
に
観
音
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
像

の
分
布
図
を
示
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
出
雲
部
に
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
別
の
意

味
で
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。



島
根
県
に
於
け
る
聖
観
音
像
（
昭
和
四
二
、

八
、
三
一
現
在
）

名

称

所
　
　
　
　
在

措
定
隼
月
日
一
時
代
様
式

①
　
聖
観
音
立
像

（
金
銅
）

一
平
田
市
鰐
淵
寺
万
三
五
、
七
、
三

一
白
鳳
時
代

②
　
全

右

3
　
全

右

全
　
　
　
右

全
　
　
　
　
右

出
雲
市
法
王
寺
　
　
明
三
七
、

六
、
二
一

全
　
　
右

全
　
　
右

④
　
全

右
一
木
造
）

一
美
保
関
町
仏
谷
工
大
九
、
四
、
一
五

一
貞
観
時
代

⑤
　
全

右

⑥
　
全

右

全
　
　
　
右

全
　
　
　
　
右

τ

｛

出
雲
市
万
福
寺
下
三
五
、
七
、
三

τ
右

⑦
　
全

右

全
　
　
　
右

全
　
　
　
　
右

一
全
右

⑧
　
全

右

τ
瀬
町
厳
倉
寺

全
　
　
　
　
右

τ
　
右

⑨
　
全

右

三
刀
屋
町
禅
定
寺
互
七
、
三
、
二
三
全

右

10

全
　
　
　
　
右

一
海
士
村
清
水
寺

⑩
脇
待
聖
観
音
坐
像
（
木
造
）

安
来
市
清
水
寺

昭
三
九
、
一
、

二
九

全
　
　
右

明
三
五
、
七
、

三
二
藤
原
時
代

12

聖
観
音
坐
像
（
青
銅
一

7
伎
村
慈
眼
寺

⑬
士
面
観
音
立
像
一
木
造
二
秦
市
清
水
寺

14

全
　
　
　
　
右

全
　
　
　
右

昭
三
八
、
七
、

二

明
三
五
、
七
、

三
一

室
町
時
代

貞
観
時
代

⑮
　
全

右

昭
四
一
、
五
、

三
二
藤
原
時
代

松
江
市
浄
音
寺
丁
三
六
、
四
、

鷺
頭
観
音
坐
像
一
木
造
二
松
江
市
金
剛
寺
一
昭
三
四
、
九
、

鎌
倉
時
代

藤
原
時
代

5

○
印
は
重
要
文
化
財

観
自
在
菩
薩

（
＞
『
＜
M
＜
ρ
H
◎
吋
岸
①
伽
く
～
『
｝
）

像
の
考
察
（
天
野
）

　
上
表
の
観
音
像
分
布
図
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
　
　
　
　
⑧

美
保
関
　
　
⑩

　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
　
　
　
安
、
．
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
！

　
　
　
　
　
・
瀬
⑧
　
－
，

　
　
　
　
　
　
　
広
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
刀
屋
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
．
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
　
．

　
（
一
）
　
聖
観
自
在
菩
薩
　
　
　
’

　
普
通
観
音
さ
ま
と
呼
ぶ
場
合
は
、

（
＞
H
竜
）
の
訳
で
、
尊
い
と
い
う
意
で
あ
る
が
、

外
の
菩
薩
に
も
つ
け
る
一
種
の
敬
称
で
あ
る
。

貞　　観
美出広三海安
保雲瀬刀士来
関市町屋村市
町　　町
仏万巌禅清清
谷福倉定水水
寺寺寺寺寺寺
④⑥⑧⑨10⑬
⑤⑦・

藤原

安ポ
来江
市市

清金
水剛
寺寺
⑩16
14

鎌倉室町

松
江
市

浄
音

ま＿

⑮

万岐
村

晋眼
j宇一
12

○

印
は

重
要
文
化
財

ポ
江
市

安
刑
市

鳳白

出
雲
市

平
田
市

法
王
寺
一
3

鰐
淵
寺
①
②

様
五
所
在
土
寺
名
番
号

仏
像

　
　
　
　
　
　
、
ξ
〆
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
‘
）

　
　
　
　
　
　
益
田
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ノ
ー
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
）
‘

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
／
．
、

（
降
員
婁
畠
θ
雲
需
肌
§
竃
）
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
り
　
　
や

　
聖
観
音
を
い
う
。
本
尊
は
、
梵
語
の
阿
黎
耶

　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
こ
の
尊
は
、
観
音
以

　
　
　
　
　
■
そ
し
て
聖
を
つ
け
た
観
音
は
、
変



6

　
　
　
　
　
観
自
在
菩
薩
（
＞
『
旨
童
H
o
吋
岸
泳
童
量
）
像
の
考
察
（
天
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
』
・
一

化
観
音
の
出
現
前
の
観
音
で
、
大
本
に
な
る
観
音
を
指
す
。
ま
た
正
観
音
と
も
書

く
が
、
こ
れ
は
多
く
の
変
化
身
や
三
十
三
応
現
身
な
ど
の
総
体
で
あ
り
、
根
源
で

あ
る
故
に
正
を
つ
け
た
と
説
明
す
る
。

　
本
観
音
は
、
西
方
極
楽
浄
土
の
補
処
の
菩
薩
と
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
左
脇
待
と

な
る
観
音
と
、
叉
種
々
の
国
土
に
、
種
々
の
身
を
現
じ
て
、
諸
々
の
苦
悩
に
悩
む

一
切
衆
生
を
救
済
す
る
応
現
身
と
し
て
の
観
音
（
三
十
三
応
現
身
）
と
の
二
つ
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
聖
観
音
像
は
、
宝
冠
の
正
面
に
「
化
仏
」
が
標
示
さ
れ
、
六

（
七
）
観
音
の
一
尊
と
し
て
は
、
六
道
申
の
餓
飢
道
の
三
障
を
破
る
と
さ
れ
て
い

る
。
本
観
音
は
、
顕
、
密
両
教
の
経
典
申
に
広
く
説
か
れ
、
且
つ
信
仰
も
広
範
囲

に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
顕
教
の
観
音
に
は
、
表
現
に
自
由
が
あ
っ
た
。
貞
観
時
代
以
降
の
聖
観
音
は
、

大
部
分
密
教
の
観
音
で
あ
る
。
聖
観
音
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
も
っ
と
も
多

く
見
ら
れ
る
の
は
、
曼
茶
羅
に
あ
る
像
容
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、
阿
弥
陀

仏
の
脇
士
像
、
来
迎
図
中
の
観
音
、
胎
蔵
界
曼
茶
羅
申
台
八
葉
院
の
観
音
、
同
蓮

華
郡
院
の
観
音
、
同
釈
迦
院
の
観
音
、
同
文
珠
院
の
観
音
、
金
剛
界
曼
奈
羅
成
身

会
の
観
音
な
ど
で
あ
る
が
、
他
に
も
変
っ
た
像
容
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
註
　
三
障
と
は
、
貧
慾
、
怒
り
、
愚
知
等
を
起
す
さ
わ
り
の
煩
悩
障
。
殺
人
、
盗
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
う
そ
を
つ
く
等
の
さ
わ
り
の
業
障
。
人
間
界
の
老
、
病
、
死
、
地
獄
界
の
苦
し
み
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
の
如
く
、
そ
の
世
界
に
つ
き
ま
と
う
苦
し
み
の
さ
わ
り
で
あ
る
報
障
の
三
つ
の
さ
わ

　
　
　
り
を
い
う
。

　
こ
の
聖
観
自
在
菩
薩
像
で
、
島
根
県
に
於
い
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
像
は
十

二
躯
あ
る
。

　
1
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
金
銅
）
鰐
淵
寺

　
2
、
全
　
　
右
聖
観
昔
立
像
（
金
銅
）
鰐
淵
寺

1．重要文化財
聖観音立像（金銅

　鰐淵寺蔵

　2．重要文化財

聖観音立像（金銅）

　鰐淵寺蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ら

　
前
者
は
金
銅
鍍
金
、
像
高
九
九
セ
ン
チ
、
台
座
の
桓
に
「
王
辰
五
月
出
雲
国
若

倭
部
臣
徳
太
理
為
父
母
奉
作
菩
薩
」
と
銘
文
が
横
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銘

文
に
よ
り
、
持
統
天
皇
六
年
（
六
九
二
）
、
即
ち
臼
鳳
時
代
の
造
像
と
さ
れ
、
日

本
美
術
史
学
上
に
於
て
貴
重
な
像
と
さ
れ
て
い
る
。

　
宝
冠
は
三
面
頭
飾
、
そ
の
正
面
に
化
仏
が
あ
り
、
左
手
に
水
瓶
、
右
手
は
施
無

畏
の
印
と
見
ら
れ
る
が
、
指
の
欠
損
は
痛
々
し
い
。
天
衣
は
両
腕
に
か
か
り
左

手
に
も
つ
れ
て
、
体
躯
の
前
で
U
字
状
を
な
し
流
麗
で
あ
る
。
鍍
金
は
白
緑
色
に

変
り
、
そ
の
緑
青
は
時
代
を
偲
ば
せ
る
。
本
像
は
素
朴
で
誠
実
さ
が
直
感
さ
れ
る

が
、
童
顔
は
成
長
し
た
少
年
の
顔
と
見
ら
れ
、
優
美
、
明
朗
で
白
鳳
仏
の
特
色
が

見
ら
れ
る
。

　
後
者
は
、
像
高
四
四
セ
ン
チ
、
面
相
は
幼
児
性
を
脱
し
て
い
る
。
天
衣
は
飛
鳥

fig1-4-1.pdf


7

仏
の
鋭
さ
が
残
っ
て
い
る
。
腰
の
く
ね
り
に
は
不
自
然
さ
が
あ
り
、
技
巧
的
に
見

ら
れ
る
。
右
手
の
欠
損
は
前
者
よ
り
ひ
ど
く
痛
々
し
い
。
全
体
に
柔
軟
な
感
じ
を

う
け
る
の
は
白
鳳
仏
の
特
色
で
あ
る
。
根
本
堂
の
本
尊
で
あ
っ
た
。

　
3
、
県
指
定
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
金
銅
）
法
王
寺

　
本
像
は
、
三
十
数
年
前
に
本
堂
の
祠
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
像
高
三
三
セ
ン
チ
の

立
像
で
あ
る
。
頭
部
は
三
面
頭
飾
で
あ
る
が
化
仏
は
な
い
。
童
顔
、
童
身
で
、
上

半
身
を
右
に
か
け
た
自
然
な
姿
態
で
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
両
手
の
下
腱
部
、

及
び
天
衣
が
欠
損
し
て
い
る
。
両
手
の
下
脾
部
に
は
、
手
を
挿
し
込
ん
で
止
め
る

と
い
う
珍
ら
し
い
技
法
が
見
ら
れ
る
。
本
像
も
前
記
二
像
と
同
じ
よ
う
に
側
面
か

ら
見
る
と
、
浮
彫
的
で
あ
る
。
台
座
も
白
鳳
様
式
で
あ
る
。
そ
し
て
造
像
は
鎌
型

法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
4
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
木
造
）
仙
谷
寺

　
5
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
昔
立
像
（
木
造
）
仙
谷
寺

　
前
者
は
、
像
高
一
五
一
・
五
セ
ン
チ
、
頭
部
に
は
五
智
宝
冠
を
載
き
、
左
腎
は

上
方
に
屈
し
て
蓮
華
を
持
っ
て
い
る
。
顔
面
の
頬
と
鼻
の
間
の
刻
り
、
そ
し
て
胸

部
の
隆
起
は
少
い
が
全
体
的
に
見
る
と
、
量
的
（
く
◎
巨
旨
①
）
形
成
で
あ
る
。
衣

　3．県指定文化財

聖観音立像（金銅）

　法　王　寺　蔵

観
自
在
菩
薩

（
＞
q
之
肖
◎
峯
8
写
彗
～
）

像
の
考
察
（
天
野
）

　4．重要文化財

聖観音立像（木造

　仏谷寺蔵

要
像
寺

重
立
谷

文
の
形
式
は
、
貞
観
時
代
の
熟
練
し
た
醗
波
式
刀
法
で
は
な
く
、
地
方
作
を
示

す
、
原
初
的
な
醗
波
式
刀
法
で
あ
っ
て
、
貞
観
時
代
の
像
と
見
ら
れ
る
。

　
後
者
は
、
像
高
一
五
一
セ
ン
チ
、
イ
チ
イ
材
の
一
木
彫
成
で
、
寺
で
は
虚
空
蔵

菩
薩
と
称
し
て
い
る
。
頭
上
に
は
五
智
宝
冠
を
載
き
、
右
足
を
浮
か
せ
た
安
息
の

態
は
、
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
。
衣
文
の
刻
出
は
深
ノ
＼
随
所
に
旋
転
文
が
複
雑
な

動
き
を
示
し
て
い
る
が
、
特
に
W
字
形
の
天
衣
の
自
由
さ
は
格
別
で
あ
る
。
前
者

よ
り
彫
刻
の
技
術
も
進
歩
し
て
い
る
が
、
未
だ
角
立
体
を
超
克
し
て
は
い
な
い
。

し
か
し
貞
観
時
代
の
堂
々
た
る
量
的
形
成
ぱ
、
古
様
を
示
し
、
地
方
作
と
し
て
は

優
作
で
あ
る
。

　
6
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
木
造
）
万
福
寺

　
7
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
木
造
）
万
福
寺

　
前
者
は
、
像
高
一
五
〇
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
の
立
像
で
、
万
福
寺

fig1-4-2.pdf


観
自
在
菩
薩

（
＞
q
阿
く
巴
o
民
8
穿
胃
｝
）

像
の
考
察
（
天
野
）

8

6．7．重要文化財

聖観音立像（木造）

　万　福　寺　蔵

仏
像
群
申
の
小
像
で
あ
る
。
宝
冠
は
高
く
、
左
右
対
称
的
な
単
純
な
像
で
あ
る

が
、
温
和
な
姿
態
の
申
に
、
精
神
性
が
満
ち
て
い
る
の
は
、
貞
観
時
代
の
像
の
特

色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
後
者
は
、
像
高
ニ
ハ
○
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
の
立
像
で
あ
る
。
頭

部
の
宝
髪
は
高
く
、
右
手
は
施
無
畏
の
印
、
左
手
に
は
蓮
華
を
持
つ
姿
態
で
あ
る

が
、
腹
部
と
胸
部
と
の
統
一
が
失
わ
れ
て
い
て
、
変
化
の
な
い
ま
ま
下
半
身
が
刻

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
散
漫
な
感
じ
が
す
る
。
矢
張
り
地
方
作
の
た
め
で
、
円
熟

し
た
彫
像
と
は
見
ら
な
い
。
時
代
は
貞
観
時
代
で
あ
る
。

　
8
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
晋
立
像
（
木
造
）
巌
倉
寺

　
本
像
の
像
高
は
一
八
O
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
で
あ
る
。
頭
部
に
は

高
い
宝
冠
を
載
き
、
白
毫
が
あ
や
し
く
光
っ
て
い
る
『
腰
を
左
に
ひ
ね
り
、
右
手

を
下
に
伸
ば
し
、
左
手
に
蓮
華
を
持
っ
て
い
る
形
式
は
、
仏
谷
寺
諸
像
と
似
て
い

る
。
像
全
体
は
扁
平
的
で
あ
る
が
、
重
厚
性
が
強
く
、
下
半
身
の
衣
文
に
魏
波
式

刀
法
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
衣
文
は
流
麗
で
あ
る
が
、
矢
張
り
地
方
作
で
あ
る
。
顔

面
お
よ
び
体
の
量
的
形
成
な
ど
は
貞
観
時
代
の
特
色
で
あ
る
。

　
9
、
重
要
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
（
木
像
）
禅
定
寺

　
本
像
は
、
像
高
二
二
七
セ
ン
チ
、
一
木
彫
成
の
大
像
で
あ
る
。
頭
部
の
肉
髪
は

高
く
、
額
か
ら
鼻
に
か
け
て
の
太
い
刻
線
、
唇
、
顎
の
隆
起
、
さ
て
は
胸
部
か
ら

腹
部
に
い
た
る
量
的
形
成
、
そ
し
て
天
衣
、
裳
に
見
ら
れ
る
衣
文
の
流
麗
さ
と
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
繍
波
式
刀
法
な
ど
は
、
前
記
の
諸
観
音
像
に
比
し
て
洗
練
さ
れ

た
手
法
で
あ
る
。
そ
し
て
重
量
感
、
安
定
感
は
貞
観
時
代
の
特
色
を
備
え
て
い

る
。
特
く
に
地
方
作
と
は
見
ら
れ
ぬ
優
作
で
あ
る
。

　
1
⑪
、
県
指
定
文
化
財
　
聖
観
音
立
像
　
清
水
寺

　
清
水
寺
（
せ
い
す
い
じ
）
は
、
隠
岐
、
海
士
村
大
宇
知
々
井
に
あ
る
、
墓
言
宗

の
小
寺
院
で
あ
る
。
本
像
は
同
寺
の
秘
仏
で
、
総
高
一
八
○
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材

の
一
木
彫
成
で
、
仏
谷
寺
諸
像
、
禅
定
寺
の
像
と
形
式
壱
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

　8．重要文化財

聖観音立像（木造

　巌倉寺蔵

　9．重要文化財

聖観音立像（木造

　禅定寺蔵

fig1-4-3.pdf


10．県指定文化財

聖観音立像（木造）

清　水　寺　蔵

　11．重要文化財

脇待聖観音坐像（木造）

　清水寺蔵

9

る
。
特
に
明
治
二
年
排
仏
段
釈
の
大
難
は
、
隠
岐
国
に
於
て
は
特
に
ひ
ど
ノ
＼
ほ

と
ん
ど
全
部
の
寺
院
、
仏
像
は
焼
却
、
破
壊
さ
れ
た
。
伝
え
に
よ
れ
ば
、
本
像
は

当
部
落
の
篤
信
の
人
々
に
よ
っ
て
、
騒
動
申
に
隠
匿
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。
子
安
観
音
と
も
呼
ば
れ
て
、
地
方
人
の
信
仰
が
篤
い
。

　
さ
て
、
本
像
は
破
損
、
虫
喰
い
が
多
い
の
は
惜
し
い
。
特
に
左
腎
の
下
部
を
な

く
し
、
右
手
先
、
両
足
指
、
腹
部
の
天
衣
に
虫
喰
い
が
多
い
。
顔
面
は
鼻
の
先
き

を
欠
い
だ
だ
け
で
完
全
で
あ
る
。
肉
髪
は
高
ノ
＼
眼
は
彫
眼
で
貞
観
仏
特
有
の
形

相
で
あ
る
。
上
唇
は
前
に
出
て
い
る
。
衣
文
の
刻
出
は
、
浅
く
蘇
波
式
刀
法
は
原

初
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
作
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
体
駆
は
や
や
右
足
に
力
の
か

か
っ
た
格
好
で
あ
る
。
右
手
は
長
く
垂
下
し
て
い
る
が
、
指
は
虫
喰
の
た
め
に
哀

　
　
　
　
　
観
白
在
菩
薩
（
＞
『
旨
き
H
◎
〆
岸
浪
き
冨
）
像
の
考
察
（
天
野
）

れ
で
あ
る
。
し
か
し
地
方
作
と
し
て
は
優
作
で
あ
り
、
仏
谷
寺
、
下
福
寺
、
禅
定

寺
の
重
要
文
化
財
の
聖
観
音
像
と
同
列
で
あ
る
。
貞
観
様
式
の
量
的
形
成
に
よ

り
、
重
厚
で
あ
り
、
森
厳
で
あ
る
。

　
1
1
、
重
要
文
化
財
　
阿
弥
陀
如
来
脇
待
聖
観
音
坐
像
（
木
造
）
清
水
寺

　
本
像
は
、
像
高
六
八
・
ニ
セ
ン
チ
、
脆
坐
し
、
や
や
上
体
を
前
方
に
傾
け
た
木

造
の
左
脇
待
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
本
観
音
は
極
楽
浄
土
の
補
処
の
菩
薩

で
あ
り
、
標
識
に
化
仏
が
あ
っ
た
が
今
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
両
手
で
蓮
華
を
持

っ
た
形
で
、
そ
の
姿
態
は
静
穏
で
、
慈
悲
相
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
膝
は
低
く
、
衣

文
は
膝
上
で
消
え
て
い
る
。
本
像
は
、
来
迎
仏
と
し
て
の
気
品
が
あ
り
、
見
る
か

ら
に
女
性
的
で
優
雅
で
あ
る
の
は
、
藤
原
時
代
の
特
色
で
あ
る
。
山
陰
地
方
で

は
、
唯
一
の
実
に
温
和
な
美
し
い
像
で
あ
る
。

　
1
2
、
県
指
定
文
化
財
　
聖
観
自
在
善
薩
坐
像
（
青
銅
）
慈
眼
寺

　
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
本
願
寺
開
山
、
秀
関
和
尚
が
応
永
年
間
（
二
二
九
四
－
一
四

二
七
）
高
麗
に
渡
り
、
梵
鐘
、
本
坐
像
、
お
よ
び
自
分
の
肖
像
を
描
か
せ
て
持
ち

帰
っ
た
と
い
う
。
そ
の
申
、
こ
の
像
を
慈
眼
寺
に
安
置
し
た
。
従
っ
て
本
像
は
朝

12．県指定文化財

聖観音坐像（青銅）

　慈　眼　寺　蔵
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鮮
仏
で
あ
っ
て
、
島
根
県
に
於
て
は
珍
ら
し
い
仏
像
で
あ
る
。

　
本
像
は
、
総
高
六
九
・
ニ
セ
ン
チ
、
顔
の
長
さ
は
二
丁
一
セ
ン
チ
の
青
銅
造

り
で
あ
る
。
光
背
は
舟
形
光
背
で
あ
る
が
、
台
座
と
と
も
に
後
補
で
あ
る
。
そ
し

て
手
指
と
左
膝
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
は
痛
々
し
い
、
宝
冠
、
首
か
ざ
り
は
、
せ

ん
細
で
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
作
ら
れ
て
い
る
が
、
装
飾
過
多
の
感
が
あ
る
。
白
毫
は

大
き
ノ
＼
顔
は
長
く
、
眼
は
彫
眼
で
あ
り
、
一
見
し
て
白
鳳
仏
の
眼
に
類
似
し
、

口
唇
の
作
り
は
上
唇
と
下
唇
が
は
な
れ
い
る
、
類
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て
童
顔
、
三

道
も
刻
ま
れ
て
い
て
、
温
和
な
面
相
は
観
音
の
慈
悲
の
想
で
あ
る
。
衣
は
通
肩

で
、
衣
文
は
自
然
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
十
一
面
観
自
在
菩
薩
目
ぎ
影
㌫
屋
鼻
臣
像

　
本
像
は
、
密
教
招
来
前
に
多
く
の
造
像
を
み
た
像
で
あ
っ
て
、
変
化
観
音
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
頭
上
に
十
一
面
を
つ
け
、
修
羅
道
の
三
障
を
破
る
と
さ
れ
て

広
く
信
仰
さ
れ
た
。
頭
上
の
十
一
面
は
、
正
面
三
面
が
菩
薩
面
で
慈
悲
相
、
左
側

三
面
が
瞑
怒
面
、
右
側
三
面
が
狗
牙
上
出
面
で
、
後
方
に
大
笑
面
一
面
、
そ
し
て

頭
上
に
阿
弥
陀
の
化
仏
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
特
殊
な
像
と
し
て
、
頭
上
十
面
と

像
自
体
の
顔
を
合
せ
て
十
一
面
と
す
る
像
も
あ
る
。
こ
の
十
一
面
の
前
後
左
右
の

十
面
は
囚
位
の
十
地
、
最
上
の
仏
面
は
第
十
一
地
仏
果
を
表
わ
し
て
い
る
と
い

う
。
腎
は
普
通
二
腎
で
あ
る
が
、
四
腎
、
六
腎
、
八
腎
の
尊
容
も
あ
る
。
左
手
に

は
水
瓶
、
右
手
は
与
願
印
を
示
す
も
の
、
左
手
に
は
蓮
華
、
右
手
に
施
無
畏
の
印

相
の
像
も
多
い
。

　
本
観
音
の
本
誓
は
、
衆
生
の
十
一
品
の
無
明
を
断
尽
し
、
十
一
地
の
仏
果
を
開

か
し
む
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
本
誓
が
十
一
面
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
十
一
面
の
化
仏
の
配
列
に
は
種
々
形
式
が
あ
る
。
仏
面
を
除
く
十
面
が
一
段

の
も
の
、
二
段
、
三
段
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
観
音
の
標
識
と
し
て
の
化
仏
を
、

正
面
に
っ
け
る
の
が
通
形
で
あ
る
が
、
十
一
面
に
そ
れ
ぞ
れ
化
仏
を
っ
け
る
こ
と

も
あ
る
。

　
島
根
県
に
於
て
指
定
を
受
け
た
本
観
音
像
は
三
躯
あ
る
。

　
1
3
、
重
要
文
化
財
－
十
一
面
観
音
善
薩
立
像
（
木
造
）
清
水
寺

　
1
4
、
県
指
定
文
化
財
　
十
一
面
観
青
菩
薩
立
像
（
木
造
）
清
水
寺

　
前
者
は
、
清
水
寺
根
本
堂
の
本
尊
で
秘
仏
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
、

像
高
一
七
〇
セ
ン
チ
の
立
像
で
、
天
衣
を
肩
で
結
ん
で
垂
下
し
、
ま
た
宝
冠
の
両

側
を
紐
で
結
ん
だ
様
式
は
、
本
像
独
自
の
も
の
で
珍
し
い
。
衣
文
の
形
式
は
貞
観

様
式
で
、
醗
波
式
刀
法
が
装
飾
化
さ
れ
て
刻
出
し
て
あ
る
が
、
幾
分
カ
に
欠
げ
た

　13．重要文化財
トー面観音立像（木造）

　　清水寺蔵
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弱
さ
が
眼
に
つ
く
。
顔
面
は
稜
角
性
に
と
み
、
眼
、
鼻
、
口
が
強
く
彫
り
出
さ
て

魁
偉
を
感
じ
る
。
本
尊
は
肉
体
の
露
出
部
分
が
少
い
が
、
裳
を
通
し
て
肉
感
性
が

現
わ
れ
、
貞
観
時
代
の
特
色
を
具
備
し
て
い
る
。
頭
上
の
十
面
は
一
段
に
配
列
さ

れ
て
い
る
。

　
後
者
は
、
清
水
寺
根
本
堂
の
裏
に
あ
り
コ
曇
観
音
」
と
呼
ば
れ
て
信
仰
さ
れ
て

い
る
が
、
像
の
全
貌
を
拝
し
た
者
は
極
め
て
少
く
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
県
指
定

を
受
け
た
像
で
あ
る
。

　
像
高
一
八
四
セ
ン
チ
、
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
の
立
像
で
あ
る
。
頭
部
に
は
三

段
に
十
面
の
仏
面
が
あ
り
、
こ
の
仏
面
は
優
作
で
あ
る
。
し
か
し
正
面
の
化
仏
は

後
補
で
あ
る
。
眼
の
上
瞼
は
直
線
状
、
下
瞼
は
孤
状
で
、
や
さ
し
く
下
腕
し
て
い

る
。
白
毫
は
水
晶
で
、
顔
面
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、
貞
観
仏
の
魁
偉
は
な
い
。
特

に
本
像
が
四
腎
で
あ
る
の
は
珍
し
い
。
た
だ
し
左
手
の
指
、
下
方
に
あ
る
手
は
後

補
で
あ
る
。
像
の
金
色
は
、
そ
の
ま
㌧
当
時
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
本
像
は
女
性

的
で
優
雅
で
、
藤
原
時
代
の
特
色
を
備
え
た
像
で
あ
る
。
台
座
は
高
さ
三
ニ
セ
ン

チ
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
作
で
あ
る
。

　
1
5
、
重
要
文
化
財
　
十
一
面
観
音
立
像
（
木
造
）
浄
音
寺

　
本
像
は
、
像
高
一
四
九
セ
ン
チ
の
立
像
で
、
胎
内
に
「
文
永
□
□
正
月
□
□
」

の
銘
札
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
造
像
で
あ
る
こ
と

　15．重要文化財
十一面観音立像（木造

　　浄音寺蔵
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が
、
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
頭
上
の
十
面
は
一
段
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
額
の
髪

ぎ
わ
は
曲
線
状
、
衣
文
の
刻
出
の
自
然
な
流
麗
さ
、
そ
し
て
裳
は
長
く
、
足
の
甲

を
深
く
お
お
っ
た
技
法
は
、
鎌
倉
彫
刻
の
特
色
で
あ
る
直
観
的
表
現
の
手
法
が
見

ら
れ
る
。
姿
態
は
僅
か
に
腰
を
く
ね
ら
せ
て
、
右
足
を
浮
か
す
遊
足
体
で
あ
る
。

右
手
は
素
直
に
垂
下
し
て
施
無
畏
の
印
を
結
び
、
左
手
は
屈
管
し
て
、
蓮
華
の
挿

さ
れ
た
水
瓶
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
で
あ
る
。
眼
は
鎌
倉
彫
刻
に
多
く

使
わ
れ
た
玉
眼
で
は
な
く
彫
眼
で
あ
る
。
口
唇
は
宋
色
で
彩
色
さ
れ
、
髪
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
台
座
は
七
重
蓮
華
座
で
あ
る
が
、
そ
の
蓮
弁
は
カ
づ
よ
く
写

実
的
で
あ
る
。
敷
茄
子
に
は
格
挾
間
様
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
彩
色
が
施
さ
れ
て
い

る
。
像
と
同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
作
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ふ
　
く
う
け
ん
ざ
く

　
（
三
）
　
不
空
固
絹
索
観
音
降
屋
長
ぎ
冨
㌫
像

　
本
像
は
、
天
平
時
代
の
遺
作
が
多
い
が
、
藤
原
時
代
と
な
り
、
本
尊
が
、
藤
原

時
代
の
本
尊
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
に
い
た
り
、
一
般
に
は
造
像
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
か
、
遺
作
が
極
め
て
少
い
。
本
尊
は
人
道
の
三
障
を
破
る
と
さ
れ
た
変
化
観
音

の
一
つ
で
あ
る
。

　
不
空
羅
索
の
絹
索
と
は
、
慈
悲
の
索
で
あ
っ
て
、
世
間
の
魚
網
雁
縄
は
、
魚
鳥

の
網
目
に
漏
れ
る
こ
と
あ
る
も
、
本
観
音
の
慈
悲
の
絹
索
は
、
一
切
衆
生
漏
れ
る

こ
と
が
な
い
。
絹
網
を
大
干
界
に
覆
い
て
修
行
者
に
奉
化
し
、
必
ず
悉
地
を
与
え

て
利
益
を
施
す
意
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
義
が
空
し
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
不
空
と

い
う
、
法
華
経
に
、
心
念
不
過
空
と
説
く
は
、
こ
の
意
で
あ
る
。
本
尊
は
蓮
花
部

の
悉
地
王
で
あ
る
と
、
教
舜
の
秘
抄
口
決
第
十
五
不
空
絹
索
法
に
あ
る
。
要
す
る

に
、
本
尊
は
大
悲
の
絹
索
を
も
っ
て
、
一
切
の
衆
生
を
救
済
し
、
諸
願
を
空
し
か

ら
し
め
な
い
が
故
に
不
空
網
索
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
像
容
は
、
経
典
に
種
々
説
か
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
で
み
ら
れ
る
像
は
、
一
面

fig1-4-6.pdf
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八
腎
、
三
面
四
腎
、
一
面
四
腎
、
三
面
六
腎
、
三
面
十
腎
、
一
面
十
八
腎
、
十
一

面
三
十
二
腎
像
等
が
あ
り
、
持
物
に
よ
っ
て
異
形
像
も
多
数
で
あ
る
。

　
島
根
県
に
於
て
は
、
本
像
は
見
ら
れ
な
い
が
、
奈
良
東
大
寺
三
月
堂
の
主
尊
が

有
名
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
准
提
（
砥
一
観
自
在
菩
薩
o
毒
監
像

　
本
尊
は
、
普
通
准
提
仏
母
O
昌
監
事
晶
彗
註
ま
た
七
倶
砥
仏
母
ω
岩
冨
庁
o
↑

宇
己
苧
p
旨
叫
時
と
も
呼
ば
れ
て
、
台
密
で
は
不
空
絹
索
観
音
に
代
っ
て
、
本
尊

が
六
観
音
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
人
道
の
三
障
を
破
る
こ
と
に
な

る
。
准
砥
は
清
浄
と
訳
し
、
純
潔
の
徳
を
あ
ら
わ
し
、
そ
し
て
聡
明
、
争
い
、
延

命
、
治
病
な
ど
の
現
世
利
益
の
徳
の
あ
る
観
音
と
さ
れ
て
い
る
。
経
軌
に
は
観
音

と
し
て
説
か
れ
ず
、
七
倶
砥
仏
母
と
称
せ
ら
れ
て
、
過
去
無
量
の
諸
仏
の
母
で
あ

る
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
六
観
音
申
の
一
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
歴
史
的

な
意
味
か
ら
、
准
提
観
自
在
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

　
像
容
は
、
一
面
十
八
腎
で
立
像
も
坐
像
も
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
蓮
台
上
に
あ

る
。
貞
観
時
代
以
降
に
信
仰
さ
れ
た
関
係
か
遺
品
は
少
い
c
我
が
国
で
も
有
名
な

像
は
二
幅
ば
か
り
で
、
中
に
天
様
元
年
銘
の
新
薬
師
寺
（
奈
良
）
の
像
が
あ
る
。

島
根
県
に
は
、
現
在
ま
で
本
像
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　
（
五
）
千
手
観
自
在
菩
薩
ω
穿
婁
量
事
旦
ω
像

　
本
尊
は
、
そ
の
本
誓
に
よ
り
、
身
に
は
千
手
千
眼
を
具
有
す
る
の
で
、
正
し
く

は
干
手
干
眼
観
自
在
菩
薩
と
称
す
る
の
で
あ
る
が
、
普
通
は
干
手
観
音
と
称
し
て

い
る
。
申
国
で
は
、
千
の
慈
眼
、
干
の
慈
手
を
有
し
、
衆
生
を
済
度
す
る
尊
と
し

て
、
大
悲
観
音
と
称
し
圧
倒
的
な
信
仰
を
う
け
た
。
我
が
国
で
も
、
十
一
面
観
音

に
つ
い
で
早
く
か
ら
造
像
さ
れ
信
仰
さ
れ
た
。
本
尊
も
変
化
観
音
の
一
つ
で
、
地

獄
道
の
三
障
を
破
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
干
手
と
は
、
菩
薩
救
済
の
手
の
お
よ
ぶ
範
囲
が
広
大
で
、
そ
の
方
便
が
無
量
で

あ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
。
普
通
は
申
央
の
二
手
を
除
き
、
左
右
二
十
本
づ
つ
計

四
十
手
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
手
が
よ
く
二
十
五
有
界
の
衆
生
を
救
う
た
め
、

四
十
手
を
二
十
五
倍
し
て
干
手
と
称
し
、
こ
の
一
手
ご
と
に
一
眼
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
千
眼
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
四
十
二
手
（
腎
）
像
の
造
像
前
に

ば
、
実
数
千
手
を
も
つ
像
（
奈
良
、
唐
招
提
寺
）
が
造
像
さ
れ
た
。

　
経
軌
に
説
か
れ
た
像
容
は
、
二
十
七
面
四
十
二
腎
像
、
十
一
面
四
十
二
腎
像
が

代
表
的
な
像
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
四
十
二
腎
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
物

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
持
物
に
つ
い
て
は
記
載
を
略
す
。

　
島
根
県
に
も
千
手
観
音
像
は
見
ら
れ
る
が
、
未
指
定
で
あ
る
。
特
に
我
が
国
で

有
名
な
像
は
、
奈
良
、
唐
招
提
寺
。
大
阪
、
葛
井
寺
の
乾
漆
の
根
本
干
手
観
音

像
、
京
都
、
広
隆
寺
の
木
造
四
十
二
腎
干
手
観
音
像
が
あ
る
。

　
（
六
）
　
馬
頭
観
自
在
菩
薩
目
黛
嵩
邑
轟
像

　
本
尊
は
、
馬
頭
明
王
、
大
力
持
明
王
、
馬
頭
金
剛
明
王
、
獅
子
無
畏
観
音
等
と

も
称
せ
ら
れ
、
変
化
観
音
の
一
つ
で
、
頭
上
に
馬
頭
を
載
く
像
と
、
人
身
馬
頭
の

像
の
二
種
が
あ
る
。
本
像
は
観
音
像
の
慈
悲
相
と
違
っ
て
、
急
怒
の
激
し
い
表
情

で
造
像
さ
れ
て
い
る
。
畜
生
道
の
三
障
を
破
る
と
さ
れ
、
煩
悩
を
断
じ
る
功
徳
を

有
し
、
特
に
馬
の
病
気
と
安
全
を
祈
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
急
怒
相
は
、
密
教

の
明
王
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
王
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な

い
。
像
容
は
、
三
面
二
腎
、
三
面
四
腎
、
三
面
八
腎
、
四
面
八
腎
、
一
面
二
腎
、

四
面
二
腎
な
ど
多
く
の
異
像
が
あ
る
。

　
1
6
　
県
指
定
文
化
財
　
馬
頭
観
自
在
蕃
薩
坐
像
（
木
造
）
金
剛
寺

　
本
像
は
、
像
高
一
〇
八
セ
ン
チ
、
カ
ヤ
ノ
キ
材
の
一
木
彫
成
の
坐
像
で
、
頭
上

に
馬
の
顔
面
が
見
ら
れ
る
三
面
二
腎
像
で
あ
る
。
こ
の
三
面
の
右
面
は
急
怒
相
、
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ユ5．県指定文化財

馬頭観音坐像（木造

　金　剛　寺　蔵

左
面
は
菩
薩
面
、
正
面
は
急
怒
相
で
あ
る
。
眼
は
彫
眼
で
目
尻
に
は
、
し
わ
が
刻

出
さ
れ
て
い
る
。
口
は
開
口
で
細
い
歯
が
上
下
に
拉
び
、
白
色
の
彩
色
が
施
し
て

あ
る
。
そ
の
歯
の
申
、
上
に
反
っ
た
二
本
が
牙
と
な
っ
て
鋭
く
刻
出
さ
れ
て
い

る
。
二
腎
は
合
掌
し
、
足
は
結
跡
昧
坐
、
上
体
を
や
や
前
方
に
傾
け
て
い
る
。
も

と
は
彩
色
像
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
色
彩
は
脱
落
し
て
い
る
。
衣
文
の
刻
出
は
荒

く
、
翻
波
式
刀
法
の
名
残
り
が
見
ら
れ
る
。
本
像
も
地
方
作
で
あ
る
が
、
地
方
作

と
し
て
は
沈
静
し
た
端
正
さ
は
美
ご
と
で
あ
っ
て
、
藤
原
時
代
の
像
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。

　
（
七
）
　
如
意
輸
観
自
在
菩
薩
o
ヲ
副
屋
竃
｝
§
置
像

　
本
像
も
変
化
観
音
の
一
つ
で
、
我
が
国
で
も
早
く
か
ら
信
仰
さ
れ
た
。
如
意
輪

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
如
意
と
は
、
如
意
宝
珠
、
輪
と
は
法
輪
を
意
味
し
、
こ
こ
か
ら
如
意
宝
珠
の
三

昧
に
住
し
法
輪
を
転
じ
て
、
天
道
の
能
化
と
さ
れ
て
い
る
。

　
如
意
輪
陀
羅
尼
経
に
「
ま
た
二
法
あ
り
、
一
は
在
世
間
、
二
は
出
世
間
、
世
間

と
い
う
は
（
中
略
）
有
情
を
摂
化
し
て
富
貴
資
材
勢
力
威
徳
皆
悉
く
成
就
せ
し

め
、
出
世
間
と
は
、
い
わ
ゆ
る
福
徳
慧
解
資
糧
荘
厳
し
、
悲
心
増
長
し
て
苦
の
有

情
を
救
い
、
衆
人
に
愛
敬
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
本
像
の
像
容
は
、
二
腎
、
四
腎
、

観
自
在
菩
薩

（
＞
q
μ
き
H
◎
ぎ
け
臥
童
s
）

像
の
考
察
（
天
野
）

十
二
腎
像
な
ど
が
あ
る
が
、
貞
観
時
代
以
降
は
、
一
面
、
六
腎
像
即
ち
、
右
足
立

膝
に
て
坐
し
、
右
第
一
手
を
頬
に
あ
て
て
思
惟
の
相
、
第
二
手
は
宝
珠
を
持
つ
、

第
三
手
に
念
珠
、
左
第
一
手
は
地
に
垂
す
、
第
二
手
は
蓮
華
花
、
第
三
手
に
輸
宝

を
持
つ
尊
像
が
多
い
の
で
、
密
教
の
伝
来
か
ら
急
に
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
従
っ

て
造
像
も
多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
島
根
県
に
於
て
は
、
本
像
は
現
在
ま
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
わ
が
国
で

有
名
な
も
の
に
「
天
下
の
三
如
意
輸
」
と
称
さ
れ
る
、
観
心
寺
（
大
阪
）
室
生
寺

（
奈
良
）
神
呪
寺
（
兵
庫
）
の
像
が
あ
る
。
特
に
観
心
寺
の
像
は
、
貞
観
時
代
の

特
色
を
具
備
し
た
像
で
、
最
も
著
名
で
あ
る
。

　
　
　
五
、
三
十
三
観
自
在
菩
薩
の
考
察

　
三
十
三
観
音
は
、
文
献
に
よ
れ
ば
、
唐
時
代
以
降
に
申
国
で
つ
く
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
、
前
述
し
た
六
（
七
）
観
音
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
特
く
に
唐
末
か

ら
宋
に
か
け
て
発
達
し
た
禅
宗
で
は
、
こ
の
三
十
三
観
音
を
信
仰
し
、
彫
刻
、
画

像
に
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、
我
が
国
に
も
こ
れ
が
移
入
さ
れ
、
足
利
時
代

如意輪観自在菩薩像

観心寺（大阪）

fig1-4-7.pdf
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観
自
在
菩
薩

（
＞
q
岬
く
肖
◎
医
訂
写
胃
φ
）

像
の
考
察
（
天
野
）

　
（
＞
一
）
崖
O
米
～
H
①
O
米
）
か
ら
、
こ
の
三
十
三
観
音
像
と
描
く
画
僧
が
出
た
。

そ
の
図
は
信
仰
の
対
象
よ
り
、
鑑
賞
の
対
称
と
し
て
、
床
の
間
に
か
け
て
、
楽
し
ま

れ
た
も
の
で
、
観
音
像
の
背
景
に
岩
窟
、
濠
布
、
樹
木
な
ど
が
多
く
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
礼
拝
の
尊
か
ら
鑑
賞
の
尊
に
代
っ
た
と
こ
ろ
に
興
味
が
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
観
音
は
、
大
衆
と
深
い
関
係
が
生
じ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
十
三
観
音
に
つ
い
て
は
、
経
典
に
も
説
か
れ
て
い
な
い
。

強
い
て
い
え
ば
、
聖
観
音
の
種
類
が
三
十
三
種
類
あ
る
と
見
た
方
が
適
切
で
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
三
十
三
観
音
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
楊
柳
観
音
一
右
手
に
楊
柳
の
一
枝
を
持
つ
一
二
、
竜
頭
観
音
一
竜
上
に
乗
る
一

三
、
持
経
観
音
一
右
手
に
経
巻
を
と
る
一
四
、
円
光
観
音
一
光
明
申
に
現
わ
れ
る
一

五
、
遊
戯
観
音
一
雲
上
に
半
痂
す
一
六
、
白
衣
観
音
一
白
衣
を
ま
と
う
一
七
、
蓮
臥
観

音
一
蓮
華
上
に
乗
る
一
八
、
滝
見
観
音
一
岩
上
に
坐
し
て
滝
を
見
る
一
九
、
施
薬
観
音

一
池
辺
に
坐
し
て
蓮
華
を
見
る
一
　
一
〇
、
魚
藍
観
音
一
大
鯉
上
に
乗
る
一
　
一
一
、
徳
王

観
音
一
池
辺
に
坐
し
楊
橿
を
と
る
一
　
二
一
、
水
月
観
音
一
一
葉
の
蓮
雛
に
乗
り
水
上
に
浮

き
月
の
映
る
を
見
る
）
二
二
、
一
葉
観
音
一
水
上
の
一
葉
の
蓮
鶉
上
に
半
痂
す
る
）

　
　
　
し
よ
、
つ
、
主
－
つ

一
四
、
青
頭
観
音
一
岩
上
に
坐
し
水
瓶
に
さ
し
た
楊
橿
を
お
く
一
　
一
五
、
威
徳
観
音

一
岩
上
に
坐
し
蓮
華
を
と
る
一
　
ニ
ハ
、
延
命
観
音
（
上
岩
に
坐
し
右
手
を
頬
に
ふ
れ
る
一

一
八
、
岩
戸
観
音
一
岩
窟
申
に
坐
す
一
　
一
九
、
能
静
観
音
幕
石
に
よ
り
か
か
る
一

二
〇
、
貯
嗣
観
音
一
滝
の
傍
に
坐
す
一
二
一
・
町
麟
提
観
音
一
岩
上
に
坐
す
一
二
二
・

葉
衣
観
音
一
衣
申
に
両
手
を
入
れ
る
一
三
三
、
瑠
璃
観
音
一
水
上
の
蓮
辮
上
に
立
ち
両
手

で
瑠
璃
器
を
持
つ
一
二
四
、
多
羅
尊
観
音
一
雲
上
に
立
つ
一
二
五
、
蛤
蜘
観
音
一
蛤
蜘

の
上
に
坐
す
一
二
六
、
六
時
観
音
一
右
手
に
経
冊
を
と
る
一
二
七
、
普
悲
観
音
一
白
衣

に
て
立
つ
一
二
八
、
馬
郎
婦
観
音
一
吉
祥
天
の
如
き
天
衣
を
つ
け
る
一
二
九
、
合
掌
観

音
一
合
掌
し
て
立
っ
一
三
〇
、
一
如
観
音
一
雲
に
半
上
跡
す
る
）
　
三
一
、
不
二
観
音

一
水
上
の
蓮
華
上
に
立
つ
一
三
二
、
持
蓮
観
音
一
両
手
で
蓮
華
を
持
つ
一
三
三
、
澱
水

観
音
一
右
手
に
梅
枝
左
手
に
麗
水
器
を
持
っ
て
立
っ
一
。
以
上
が
三
十
三
観
音
で
あ
る

が
、
無
理
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
特
に
、
そ
の
申
で
も
白
衣
観
音
、
楊

柳
観
音
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
十
三
観
音
を
信
仰
し
て
、
い
わ
ゆ
る
三

十
三
観
音
巡
礼
制
度
が
で
き
た
が
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
次
ぎ
の
如
き
伝
説
が
あ

る
。　

養
老
年
間
（
＞
∪
ベ
ミ
～
s
ω
）
一
、
和
泉
国
長
谷
寺
に
徳
道
上
人
と
い
う
高
徳

あ
り
。
死
後
地
獄
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
閻
魔
大
王
か
ら
「
今
一
度
娑
婆
に
帰
り
、

日
本
に
は
観
音
の
霊
場
が
三
十
三
ケ
所
あ
る
に
よ
り
、
巡
拝
の
証
と
し
て
、
各
霊

場
か
ら
宝
印
の
印
影
を
も
ら
う
べ
き
こ
と
」
、
を
告
げ
ら
れ
、
上
人
は
三
十
三
所

の
霊
場
を
巡
拝
し
宝
印
を
得
た
と
い
う
。
現
在
の
三
十
三
所
の
霊
場
、
そ
し
て
各

寺
院
の
功
徳
を
分
か
つ
、
特
有
の
宝
印
の
捺
印
が
習
慣
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
ま
た
一
説
に
は
、
花
山
法
皇
が
石
川
寺
の
仏
限
上
人
や
、
書
写
山
の
性
空
上
人

な
ど
の
勧
め
で
、
霊
場
巡
礼
の
功
徳
を
知
ら
れ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
す
で

に
藤
原
時
代
に
は
、
三
十
三
所
巡
礼
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
文
献
に
あ
る
の
で
信
じ

難
い
。

　
以
上
、
観
音
像
に
つ
い
て
六
（
七
）
観
音
、
三
十
三
観
音
に
つ
い
て
述
べ
た

が
、
こ
れ
以
外
に
経
典
に
あ
り
、
礼
拝
も
さ
れ
、
造
像
を
見
た
数
種
の
観
音
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
紙
数
の
制
隈
の
た
め
と
、
む
し
ろ
混
乱
す
る
た
め
に
、
上
記
に
と

ゾ
め
て
お
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
　
六
、
観
音
信
仰
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
衆
生
の
「
迷
」
は
無
限
で
あ
る
。

こ
の
「
迷
」

か
ら
解
脱
し
た
い
と



苗

願
う
の
も
わ
れ
わ
れ
衆
生
で
あ
る
。
こ
こ
に
信
仰
が
あ
り
、
宗
教
が
あ
る
。
こ
れ

を
仏
教
で
考
え
る
と
数
多
い
仏
が
あ
る
。
こ
の
仏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
誓
に
よ
り

専
門
が
あ
り
、
専
門
外
の
こ
と
は
、
他
の
専
門
の
仏
に
と
、
お
答
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
「
迷
」
か
ら
「
現
世
利
益
」
と
か
、
　
「
来
世
得
脱
」
と
い
う
、
総
て

の
願
望
を
達
成
し
て
い
た
だ
く
仏
が
あ
れ
ば
誠
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
実
は
こ

の
願
望
を
か
な
え
る
一
尊
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
「
観
自
在
菩
薩
」
で
あ
る
。
、

　
観
自
在
菩
薩
は
、
他
の
仏
に
見
ら
れ
な
い
、
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
苦
難
障
害
を
救

済
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
釆
世
も
ま
た
安
穏
無
事
の
境
涯
に
導
き
給
う
の
で
、
い

わ
ば
万
能
の
菩
薩
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
に
は
至
上
の
菩
薩
で
あ
る
。
こ
の

故
に
仏
像
彫
刻
申
で
も
観
音
像
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
観
音
信

仰
の
篤
信
を
物
語
各
証
で
あ
る
。

　
こ
の
観
音
の
利
益
を
克
明
に
記
述
し
た
経
典
が
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普

門
品
第
二
十
五
」
で
あ
る
。
こ
の
法
華
経
に
関
係
の
な
い
宗
派
で
も
、
観
音
の
造

像
は
盛
ん
で
あ
る
か
ら
、
観
音
信
仰
は
超
宗
派
的
に
、
一
般
大
衆
に
根
強
く
喰
い

込
ん
で
い
ξ

■
。
法
華
経
は
二
十
八
品
か
ら
成
り
、
そ
の
第
二
十
五
晶
が
、
俗
に
観
音
経
と
愛
称

さ
れ
、
大
衆
化
さ
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
こ
の
観
音
経
で
説
か
れ

て
い
る
こ
と
は
、

－
善
男
子
若
有
無
量
百
千
万
億
衆
生
受
諾
苦
悩
。
聞
是
観
世
音
菩
薩
。
一
心
称
名

　
観
世
音
菩
薩
。
即
時
観
其
音
声
皆
得
解
脱
。
．

ユ
，
即
ち
苦
悩
し
て
い
る
一
切
の
衆
生
が
、
観
音
の
名
号
を
称
え
る
と
、
即
時
に
「

皆
得
解
脱
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
苦
難
、
福
徳
で
も
、
観
音
に
す
が
れ
ば
必

ず
た
ち
ど
こ
ろ
に
か
な
え
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
に
観
音

は
、
上
は
仏
身
か
ら
、
下
は
一
般
大
衆
、
更
に
天
竜
夜
匁
、
．
人
非
人
等
に
至
る
ま

観
自
在
菩
薩

（
＞
ξ
岬
畠
H
◎
匡
冨
写
胃
印
）

像
の
考
察
（
天
野
〉

で
、
三
十
三
種
の
身
に
変
じ
て
、
各
処
に
現
わ
れ
、
臨
機
応
変
に
利
益
が
総
て
に

行
き
届
く
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
あ
る
。
そ
し
て
観
音
は
常
に
わ
れ

わ
れ
の
身
辺
に
お
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
説
い
た
普
門
晶
は
、

　
　
　
　
　
げ
　
も
ん

遂
に
有
名
な
褐
文
亡
な
り
、
人
口
に
磨
灸
す
る
に
至
っ
た
。

「
爾
時
無
尽
意
菩
薩
。
以
褐
問
目

　
世
尊
妙
相
具
　
我
今
重
問
彼
　
仏
子
何
因
縁

　
名
為
観
世
音
　
云
々
」
、
の
如
く
五
言
ず
っ
で
、
百
四
節
、
五
百
二
十
字
か
ら

成
り
立
つ
褐
文
で
、
本
文
で
説
か
れ
た
諾
功
徳
を
繰
返
し
要
約
し
た
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
明
快
な
文
章
で
、
観
音
信
仰
の
申
心
と
な
す
も
の
で
・
あ
る
。
こ
の
褐
文
の

十
二
の
功
徳
は
、

　
仮
使
与
害
意
　
推
落
大
火
坑
　
念
彼
観
音
カ
　
火
坑
変
成
池

　
或
漂
流
巨
海
　
竜
魚
諸
鬼
難
　
念
彼
観
音
力
　
波
浪
不
能
没

　
或
在
須
弥
峯
　
為
人
所
推
堕
　
念
彼
観
音
カ
　
如
日
虚
空
住

　
或
被
悪
人
遂
　
堕
落
金
剛
山
　
念
彼
観
音
カ
　
不
能
損
一
毛

　
或
値
怨
賊
縫
　
各
勢
力
如
害
　
念
彼
観
音
カ
　
或
即
起
慈
心

　
或
遭
王
難
若
　
臨
刑
欲
寿
終
　
念
彼
観
音
カ
　
カ
尋
段
段
壊

　
或
囚
禁
椥
鎖
　
手
足
被
柾
械
　
念
彼
観
音
カ
　
釈
然
得
解
脱

　
呪
誼
諸
毒
薬
　
所
欲
害
身
者
　
念
彼
観
音
力
　
還
着
於
本
人

　
或
遇
悪
羅
刹
、
毒
龍
諸
鬼
等
　
念
彼
観
音
カ
、
時
悉
不
敢
害

　
若
悪
獣
園
縫
　
利
牙
爪
可
怖
　
念
彼
観
音
力
　
疾
走
無
辺
方

　
航
蛇
及
腹
歎
　
気
毒
煙
火
燃
　
念
彼
観
音
カ
　
尋
声
自
回
去

。
雲
雷
鼓
製
電
　
降
電
樹
大
雨
　
念
彼
観
音
カ
　
応
時
得
消
散

－
以
上
が
十
二
の
功
徳
で
あ
る
。
そ
の
次
ぎ
に
、
　
「
衆
生
被
困
危
　
無
量
苦
逼
身

観
音
妙
智
カ
能
　
救
世
間
苦
　
云
々
」
と
説
か
れ
、
如
何
な
る
困
難
、
即
ち
三
毒
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煩
悩
も
観
音
の
妙
智
カ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
ど
を
強
調
し
て
あ
る
。
ま
た
他
の

経
典
に
も
、
し
ば
し
ば
、
観
音
の
利
益
が
説
か
れ
て
い
る
。
　
「
般
若
波
羅
密
多
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
ご
ん

経
」
申
に
も
コ
切
の
苦
厄
を
度
す
」
と
あ
り
、
大
仏
頂
有
楊
厳
経
に
は
「
子
を

求
む
れ
ば
子
を
得
、
長
寿
を
求
む
れ
ば
長
寿
を
得
る
」
と
あ
る
。

　
以
上
を
要
約
し
て
、
観
音
は
、
凡
夫
の
常
に
願
う
と
こ
ろ
を
成
就
す
る
こ
と
に

於
て
、
全
く
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
し
て
現
世
利
益
で
あ
り
、
ま
た
釆
世
得
脱

の
利
益
も
、
阿
弥
陀
如
釆
が
、
念
仏
行
者
を
、
極
楽
浄
土
に
釆
迎
引
接
さ
れ
る
と

き
、
観
音
は
金
蓮
台
を
捧
げ
て
、
凡
夫
を
極
楽
浄
土
に
親
し
く
運
ば
れ
る
と
い
う

大
衆
と
の
密
接
な
関
係
も
あ
り
、
実
に
現
在
と
未
来
に
於
て
偉
大
な
る
利
益
の
持

ち
主
で
あ
る
℃
こ
の
故
に
各
時
代
を
通
じ
て
、
驚
く
べ
き
熱
烈
な
信
仰
を
得
、
従

っ
て
逢
像
も
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
だ
　
ら
く

　
さ
ら
に
観
音
の
在
所
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
そ
れ
は
補
陀
洛
山
、
梵
語
で
は

o
◎
邑
岸
曽
と
称
し
、
訳
し
て
補
陀
洛
迦
、
補
陀
落
、
或
い
は
白
華
、
小
花
樹
、

叉
は
光
明
山
な
ど
と
訳
す
。
華
厳
経
に
は
、
こ
の
山
は
南
方
に
あ
り
、
美
し
い
水

が
流
れ
、
樹
木
は
蟹
蒼
と
し
、
芳
香
が
四
方
に
満
ち
て
お
り
、
観
音
は
金
剛
宝
石

上
に
結
跡
映
坐
し
て
、
無
量
の
菩
薩
が
こ
れ
を
恭
敬
囲
緩
し
て
い
る
と
説
く
。
ま

た
一
説
に
は
南
印
度
の
地
名
で
秣
刺
耶
と
い
う
山
の
東
方
に
あ
る
実
在
の
地
と
説

く
。
わ
が
国
の
補
陀
洛
山
の
信
仰
は
、
一
層
理
想
化
さ
れ
、
補
陀
洛
山
浄
土
と
も

呼
び
、
南
方
に
あ
る
浄
土
と
信
じ
た
。
日
本
仏
教
史
に
よ
れ
ば
、
各
時
代
と
も
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

陀
洛
山
浄
土
の
信
仰
は
盛
ん
で
、
補
陀
洛
山
浄
土
変
が
多
い
。

　
　
註
変
は
変
相
の
略
で
、
仏
の
世
界
や
経
典
の
説
く
世
界
を
大
衆
に
解
り
易
く
図
示
し

　
　
　
た
も
の

　
就
申
、
溝
水
寺
、
浅
草
寺
、
石
山
寺
、
長
谷
寺
等
は
衆
知
の
如
く
、
奇
瑞
、
逸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
．
．
つ
じ
』
し

話
が
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
尚
信
仰
が
盛
ん
で
あ
る
。
石
山
寺
縁
起
に
「
惣
而
六
十
二

億
垣
河
沙
の
菩
薩
の
申
に
観
音
の
功
徳
こ
と
に
す
ぐ
れ
云
々
」
と
あ
る
。
従
っ
て

こ
の
観
音
を
祀
る
寺
院
を
巡
拝
す
る
と
、
一
尺
大
き
な
功
徳
を
受
け
る
と
さ
．
れ

た
。
そ
れ
が
霊
場
巡
礼
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
霊
場
は
、
四
国
三
十
三
所
観
音
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
だ
し
よ

場
で
あ
る
。
別
名
を
三
十
三
番
札
所
と
も
言
う
。
こ
の
霊
場
は
、
法
華
経
観
世
音

菩
薩
普
門
品
に
説
か
れ
て
い
る
三
十
三
身
の
数
に
応
じ
て
霊
場
を
選
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
三
十
三
身
と
は
、
観
音
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
、
そ
の
衆
生
の
性

質
、
根
性
に
応
じ
て
身
を
示
現
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
示
現
に
三
十
三
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
三
十
三
を
総
合
す
る
と
仏
、
声
開
、
梵
釈
天
、
君
臣
諸
衆
、

八
部
衆
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
法
華
経
普
門
品
で
は
、
上
記
と
や
や
異
り
、
人

身
、
非
人
身
、
婦
女
身
、
童
庄
天
女
身
の
代
り
に
長
者
婦
女
身
、
屠
士
婦
女
身
、

宰
官
婦
女
身
、
塞
羅
門
婦
女
身
の
四
婦
女
身
が
配
し
て
あ
る
。
し
か
し
形
象
は
示

し
τ
は
な
い
。
具
体
的
な
名
称
は
紙
数
の
な
い
た
め
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
七
、
お
　
わ
　
り
　
に

　
仏
像
と
、
私
と
の
縁
も
か
な
り
の
年
月
を
経
た
が
、
自
信
は
失
わ
れ
て
い
く
ば

か
り
で
あ
る
。
道
は
遠
い
、
そ
れ
だ
け
に
研
究
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教

え
ら
れ
る
。
仏
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
侭
、
数
回
研
究
を
発
表
し
た
が
、
．
今

回
は
、
特
に
観
音
像
の
研
究
を
集
約
し
た
。
し
か
し
頁
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
、

充
分
の
こ
と
は
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
応
の
概
要
を
知
る
に
は
、
何
等
か
の

役
に
立
つ
と
思
う
。
現
代
生
活
が
、
機
械
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
面
が
強
調

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
今
夏
も
仏
縁
に
よ
り
、
石
見
部
、
出
雲
部

の
禅
の
会
に
で
か
け
て
、
若
い
人
々
の
真
剣
な
生
活
に
出
会
っ
て
力
強
か
っ
た
。

そ
し
て
私
の
研
究
も
無
駄
で
は
な
い
と
思
っ
た
。

　
仏
像
を
視
覚
性
の
立
場
か
ら
研
究
す
る
の
が
、
私
の
務
め
で
あ
る
が
、
仏
像
は



信
仰
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
つ
い
に
経
典
に
ま
で
及
ん
で
し
ま
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
未
熟
で
あ
る
が
　
　
本
文
で
も
、
或
い
は
そ
の
方
に
深
入
り
し
た
煩
き
も

あ
る
が
、
致
し
方
が
な
い
。
研
究
に
あ
た
り
、
次
ぎ
の
参
考
書
か
ら
多
大
の
示
唆

を
受
け
た
こ
と
を
感
謝
し
て
欄
筆
を
す
る
。
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